
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
相
談
・
調
査
手
続
細
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
細
則
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
八
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
相
談
手
続
、
調
査
手
続
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
会
長
へ
の
報
告
）

第
二
条

規
則
第
六
条
第
一
項
の
相
談
（
以
下
「
相
談
」
と
い
う
。
）
の
申
込
み
を
受
け
た
相
談
員
は
、
相
談
の
申
込
み
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
遅
滞
な
く
、
会
長
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
相
談
員
の
選
任
方
法
）

第
三
条

前
条
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
会
長
は
、
規
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
相
談
員
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
順

に
相
談
員
二
名
を
選
任
し
、
当
該
事
案
を
担
当
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
相
談
者
が
当
該
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
を
指
名
す

る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
相
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
相
談
者
の
希
望
に
従
っ
て
当
該
事
案
を
担
当
す

る
相
談
員
を
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。

２
会
長
は
、
相
談
の
適
切
な
処
理
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
と
協
議



の
上
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
の
一
部
又
は
全
部
を
他
の
相
談
員
に
変
更
し
、
又
は
必
要
な
範
囲
で
相
談
員
を
追

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
会
長
は
、
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
の
選
任
に
際
し
て
は
、
特
定
の
相
談
員
の
み
に
過
重
な
負
担
を
負
わ
せ
な
い
よ
う

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
を
受
け
る
相
談
員
の
人
数
）

第
四
条

相
談
は
、
原
則
と
し
て
、
二
人
の
相
談
員
で
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
相
談
者
が
一
人
の
相
談
員
に
よ
る

相
談
を
特
に
望
む
場
合
又
は
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
一
人
で
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

一
人
で
相
談
を
受
け
た
相
談
員
は
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る
他
の
相
談
員
と
と
も
に
苦
情
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
検
討

す
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
を
受
け
る
相
談
員
の
性
別
）

第
五
条

相
談
を
受
け
る
相
談
員
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
人
は
、
相
談
者
と
同
性
の
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
相
談
者
が
特

に
希
望
し
た
場
合
及
び
一
人
で
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
相
談
を
受
け
る
相
談
員
の
責
務
）

第
六
条

相
談
を
受
け
る
相
談
員
は
、
苦
情
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
相
互
に
連
携
し
、
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

２
相
談
員
は
、
「
事
業
主
が
職
場
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置
に
つ



い
て
の
指
針
」
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
百
十
五
号
）
第
三
項
第
二
号
ロ
の
規
定
を
十
分
に
考
慮
し
て
判
断

す
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
を
受
け
る
場
所
）

第
七
条

相
談
員
は
、
相
談
を
受
け
る
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を
相
談
者
以
外
の
者
に
見
聞
き
さ
れ
な
い
よ
う
周
囲
か
ら
遮

断
さ
れ
た
場
所
で
行
う
。

（
除
斥
、
忌
避
及
び
回
避
）

第
八
条

相
談
員
は
、
相
談
に
係
る
事
案
に
つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
等
調
査
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
事
案
に
係
る
相
談
及
び
調
査
か
ら
除
斥
さ
れ
る
。

２
相
談
者
は
、
相
談
員
に
相
談
に
係
る
事
案
に
つ
き
調
査
の
公
正
を
妨
げ
る
べ
き
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
相
談
員
を

忌
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
相
談
員
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
会
長
の
許
可
を
得
て
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
除
斥
、
忌
避
又
は
回
避
に
よ
っ
て
相
談
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
会
長
は
、
速
や
か
に
、
当
該
事
案
を
担
当
す

る
新
た
な
相
談
員
を
選
任
す
る
。

（
調
査
手
続
）

第
九
条

調
査
は
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
が
行
う
。



（
事
情
の
聴
取
）

第
十
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
者
、
相
談
者
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
加
害
者
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
者
（
以
下
「
調
査
対
象
者
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
事

情
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
者
、
調
査
対
象
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対

し
、
証
拠
と
な
る
文
書
、
物
又
は
電
磁
的
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
攻
撃
防
御
の
機
会
の
付
与
）

第
十
一
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
を
終
了
す
る
ま
で
に
、
相
談
者
、
調
査
対
象
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、

陳
述
及
び
証
拠
等
の
提
出
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
及
び
審
理
の
非
公
開
）

第
十
二
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
は
、
非
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る
相
談
員
又
は

調
査
委
員
会
の
許
可
を
得
た
者
は
、
調
査
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
調
査
又
は
審
理
を
傍
聴
し
た
者
は
、
調
査
及
び
審
理
の
内
容
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
調
査
の
調
書
）



第
十
三
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
調
査
ご
と
に
調
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
録
音
反
訳
等
）

第
十
四
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
者
、
調
査
対
象
者
そ
の
他
の
関
係

者
の
陳
述
を
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
陳
述
を
録
音
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
反
訳
す
る
。
た
だ
し
、
相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
が
反
訳
を

必
要
と
し
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
が
陳
述
を
録
音
し
な
か
っ
た
と
き
及
び
反
訳
を
必
要
と
し
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
、
陳
述

の
内
容
に
つ
い
て
要
約
調
書
を
作
成
す
る
。

（
聴
取
書
）

第
十
五
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
を
電
話
等
に
よ
り
口
頭
で
行
っ
た
と
き
は
、
聴
取
書
を
作
成
す
る
。

（
検
証
）

第
十
六
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
調
査
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
検
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
前
項
の
検
証
を
し
た
と
き
は
、
検
証
調
書
を
作
成
す
る
。

（
調
査
費
用
）

第
十
七
条

調
査
の
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、
事
前
に
会
長
の
承
認
を
得
て
支
出
す
る
。



２
緊
急
に
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
談
員
は
費
用
を
立
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

事
後
に
会
長
の
承
認
を
得
て
、
清
算
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
記
録
等
の
閲
覧
謄
写
等
の
禁
止
）

第
十
八
条

規
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
相
談
の
記
録
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
調
査

に
関
す
る
書
類
、
証
拠
物
等
は
、
閲
覧
、
謄
写
及
び
聴
取
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
事
案
を
担
当
す
る

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
が
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
調
査
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
の
閲
覧
、
謄
写
又
は
聴
取
を
し
た
者
は
、
閲
覧
、
謄

写
又
は
聴
取
を
し
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
措
置
票
及
び
会
長
へ
の
報
告
）

第
十
九
条

相
談
員
又
は
調
査
委
員
会
は
、
規
則
第
十
条
第
一
項
の
措
置
を
し
た
と
き
又
は
同
条
第
二
項
の
不
措
置
の
決
定

を
し
た
と
き
は
、
規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
、
事
件
措
置
票
を
作
成
し
て
会
長
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
事
件
措
置
票
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
。

一
事
件
の
表
示

二
調
査
対
象
者
の
氏
名
（
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
職
務
上
の
氏
名
を
い
う
。
）
又
は
名
称
、



登
録
番
号
（
弁
護
士
法
人
に
あ
っ
て
は
届
出
番
号
）
及
び
事
務
所
（
弁
護
士
法
人
に
あ
っ
て
は
主
た
る
法
律
事
務
所
の

名
称
及
び
所
在
地
（
本
会
の
地
域
内
に
従
た
る
法
律
事
務
所
が
あ
る
と
き
は
そ
の
名
称
及
び
所
在
地
を
含
む
。
）
）

三
措
置
の
具
体
的
内
容
又
は
不
措
置
の
決
定
を
し
た
旨

四
理
由

五
措
置
の
年
月
日

３
会
長
は
、
相
談
者
及
び
調
査
対
象
者
に
対
し
、
事
件
措
置
票
に
基
づ
き
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
又
は
不
措
置
の
決
定

に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
副
会
長
の
代
行
）

第
二
十
条

会
長
が
当
事
者
又
は
関
係
者
で
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の
細
則
に
定
め
る
会
長
の
権
限
は
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
順
序
に
よ
り
、
副
会
長
が
こ
れ
を
代
行
す
る
。

附
則

こ
の
細
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
承
認
を
得
て
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


